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【一般講演5】 第14席 「台州先生減飲論」

京都 高島 文一

台州先生、荻野元凱（1737～1806）は金沢に生る。奥村良筑から古方派の医方を学ぶ。一七七〇年、山

脇東洋の唱導した西洋刺絡について『刺絡編』を発表す。同年、河口信任と共に人体解剖を行う。西洋医

学を取り入れようとする立場にあって、尚、減飲論を唱えた。

「余恒対脈、属水之病最多、至読長沙書、視其方、治水剤又多、則水之為害多、於余邪可知也。雖外之

六淫内之七情、咸能為病其所咸忤多因水而成焉。天水五行之本、天地之根、万物所始終也。周易曰、男女
かんご

構精、万物化生。管子曰、人水也、男女精合而水流形。素問曰、天一生水、天水也。水者為本、而生之形、

其変為異物也。返本化而為水、其違常愆謂之疾、禍害生焉。疢（熱病）難起、故流利不失度、灌漑于九
けん ちん

藏、営潤于百骸、耳目以明、手足健、精神以正、淫邪情慾無由成病、以保天命矣。如有所壅 泆、則経脈
よういつ

乃濫焉。藏府乃愆（あやまちをする）焉。精気欝其処、邪悪乗其弊、傷 性折寿、有能存者鮮矣。是
けん うつ せいをやぶり

以知水言之多、非余邪之比也。故欲其治之、莫如 亟 制水焉。夫水之為物、多則汎濫洋、懐 山 襄 陵
すみやかに やまをつつみおかにのぼる

（『書経』堯典）。疏之得方、則汚下為衍 沃、積水為豊壌、民人可居、穀帛可貢、可以楽生、不得可方、
えんよく

九歳積用不成、民苦塗炭、即人身文無異焉。故禹与鯀（禹の父、四凶の一人）猶良医与凡庸也。滔々者
こん

天下凡庸、而良医不世出焉。雖遭水災未如之何而已、故水少害少、苟欲免害不如減飲也、欲減飲非減食不

能也。古人止噴々乎節食、嘉言具至、而於飲則忽略不敢言、雖有遵生家恝 然（平気で）縦飲、目不知其
ただ かいぜん

過浸淫蔵府壅溢肌膚、遂醸成禍階（災いのもと）。夫食物有形、飽則雖貪夫而不能食、湯水無形、雖足尚
かかい

可飲而無一時之害、為食所傷、其失便発、飲之停也。其害不 倅 （そえもの）、是所以飲易過而食難貪
さい・そつ どん

也。豈唯食之減乎。周易曰、君子節飲食、夫水少則藏府固、蔵府固則神気寧、神気寧則病安従来。鄭玄注

周官云、玉剤則食以禦水気、古人之服五石、義又在于此乎。余 務 省飲為此、嘗以此法起癈愈痼又不多
つとめて

也。頃読坡仙集（蘇東坡）有謂、云江南老人年七十二、状貌気力如四五十、人間其所得、初（？）無異術、

但云平生習不飲湯水雨、常人日飲数升、吾日減一合、今但霑唇而已。脾胃悪湿、飲少胃強気盛、液行自然、

不湿、雖冒日者遠行、又不念水、此可謂至言、不繁此語、契（早くからきざむ）余夙意、詩曰、我古人実

獲我心、此之謂也。」

台州先生のみならず数十年前まで、節飲は健康のもととされ、運動選手には、これが強要された。しか

し、近頃は、そうでもない。如何なものであろうか。
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